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「内部統制報告書の訂正報告書」の提出に関するお知らせ 

 
 当社は、本日公表した「過年度に係る有価証券報告書等の訂正報告書及び決算短信等（訂正版）の

公表について」においてお知らせいたしましたとおり、本日、有価証券報告書等を訂正し関東財務局

へ訂正報告書等の提出を行い、過年度の決算短信等を訂正し公表いたしました。 
また、これと併せ、金融商品取引法第 24 条の 4 の 5 第 1 項に基づき、「内部統制報告書の訂正報告

書」を提出しましたので、下記のとおりお知らせいたします。 
 

記 
 
１．訂正の対象となる内部統制報告書 

第 14 期 内部統制報告書（自 平成 24 年７月１日 至 平成 25 年６月 30 日） 
 
２．訂正の内容 

上記の各内部統制報告書の記載事項のうち、３【評価結果に関する事項】を以下のとおり訂正いた

します。 
３【評価結果に関する事項】 

（訂正前） 
上記評価の結果、当連結会計年度末日時点において、当社グループの財務報告に係る内部統制は有

効であると判断いたしました。 
（訂正後） 

下記に記載した財務報告に係る内部統制の不備は、財務報告に重要な影響を及ぼすことになり、開

示すべき重要な不備に該当すると判断しました。したがって、平成 25 年６月 30 日時点での財務報告

に係る内部統制は有効でないと判断しました。 
 

記 
 平成 25 年６月期の連結財務諸表を対象とした、のれん評価に係る超過収益力の計算誤り及び関連当

事者との取引の開示に対する認識誤りが発見され、のれん評価額及び関連当事者取引注記を修正する
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必要がある事が判明しました。 
 上記の誤りが発生した原因は、それぞれ該当する会計基準等に関する精読不足及び当社の決算財務

報告プロセスにおける該当項目の内部統制が不十分であり、当該誤りを発見できなかったことにある

と考えています。 
 当社といたしましては、上記内部統制の不備を是正するため、自己啓発の奨励や計画的な外部研修

の受講等により経理部門のスキルアップを図るとともに、会計処理についてのチェック・承認プロセ

スの見直しなどの再発防止策を講じ、内部統制の改善を図ってまいります。 
 
  
 

以 上 
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